
個 別 調 査 の 仕 様 
 
 流 量 調 査  
 
       区分された対象地域の管渠を流下する下水流量  特 記：                 

       を連続的に測定することにより、不明水を含む                       

下水の基本量を定量する。このデータを基に、晴雨天比較や                       

給水量調査との組み合わせにより、雨水浸入水量の推定と相                       

互の比較を行う。又、深夜流量と給水量調査から地下水浸入

水量を推定する。                   

                      

                      

 
       測 点 数：                  各測点毎の仕様              

                                                  

 調査位置：                                            

 調査期間：   月 日（  ）～   月  （  ）   日間                       

 

  作 業 構 成 作業人員

        計画準備作業より 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 特  記：                                            
                                                  
                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 機 器 構 成 

名  称 内  容 精 度 関連資料

面速式 

流量計 

 

超音波式ドプラ式流速計 

    ＋ 

半導体圧力式水位計 

データーロガ 

±3～15 

総合 

 

    
 

不要 

目的と内容 

全 体 構 成 

調 査 作 業 図
［面速式流量計］ 

日間 

機器の設置 

現場状況の確認 
機器の調整準備 
仮設資材の準備 

原状回復 

データのチェック 

流量計測 

撤去・データ回収

調 査 準 備 

データ構成 

中間チェック 

ﾃﾞｰﾀﾁｪｯｸ 
中  間 

日間 
NO 

OK 

要 

データ処理へ 

２時間
／１測点

日間 

実水位、実流速との 
比較チェック 

３０分間
／１測点

１．５時間
／１測点

３０分間
／１測点

動作・記録状況のチェック 

データの取り込み 

実水位・実流速の計測 

バッテリーの交換 

バッテリー

データロガ

水位・流速センサー

センサとその他機器の仮設 

連続測定 

日毎 


